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物  質  名 2-メトキシ-3,4-ジヒドロ-2H-ピラン ＤＢ－48 
別  名 MDP 構 造 式 

 

CAS 番号 4454-05-1 
PRTR 番号 － 

化審法番号 5-5581 

分子式 C6H10O2 分子量 114.15 
沸点 117.6℃1) 融点 16℃1) 
蒸気圧 1.09×101 mmHg（25℃、実測値）2)  換算係数 1 ppm = 4.67 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.88（推定値）1) 水溶性 1.88×104 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 1,410 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LCL0 37,565 mg/ m3 (1hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、480、4,660、20,640 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、4 日または 5 日/週）吸入させた

結果、20,640 mg/m3 群では呼吸困難の症状を示して、ばく露初日に雄 13/15 匹、雌 11/15 匹が

死亡し、残りも瀕死となって屠殺し、組織検査で気道損傷を認めた。480 mg/m3 以上の群の雌

雄で体重増加の抑制、雌で脾臓重量の増加、鼻腔の浮腫と呼吸粘膜の扁平上皮化生、4,660 
mg/m3 群で軽度～中等度の鼻炎、嗅上皮の萎縮や細胞変性、雄で肝臓、腎臓、副腎、脾臓重

量の増加を認めた 6, 7)。この結果から、LOAEL を 480 mg/m3（ばく露状況で補正：77 mg/m3）

とする。 
・マウスに 0、240、480、960 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させた結果、240 mg/m3 以上の

群で死亡（960 mg/m3 群ではほぼ全数）がみられ、240、480 mg/m3 群で体重増加の抑制、脾臓

重量の減少、肺重量の増加、気道上皮の炎症及び壊死がみられたとの予備試験の報告 8, 9）が

ある。また、本試験で、0、24、48、120 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させた結果、120 mg/m3

群で驚愕反射の低下、体重増加の抑制がみられたとの報告 8, 9）があるが、これらは短期の小

核試験の結果の一部である。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、480、4,660、20,640 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、4 日または 5 日/週）吸入させた

結果、20,640 mg/m3 群の全数が死亡または瀕死となって屠殺したが、4,660 mg/m3 群の雄で精

巣重量の増加を認めた 6, 7)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

情報は得られなかった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
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 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 480 mg/m3（体重増

加の抑制、呼吸粘膜の扁平上皮化生など）を採用し、ばく露状況で補正して 77 mg/m3 とし、

LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.77 mg/m3 を暫定無

毒性量等に設定する。 
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